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これからの社会で必要な「学力」って何だろう？
～令和４年度４月に実施された全国学力・学習調査の結果が公表されました～Q「全国学力 ･学習状況調査」とは

　文科省が児童生徒の学力や学習状況を把握 ･分析し、教育施策の改善や指導に役立てるために毎年実施
している調査です。対象は全国の公立小学校６年生と中学校３年生。学力調査（国語と算数 ･数学は毎年、
本年度は理科も実施）と質問紙調査の２種で構成されています。

　
　

？

問題調査で出題された
中学３年生国語の

▲【小問 １】
本市の生徒の正答
率が全国と比べ特
に低かった問題。
答えは「４」

▲【小問 ３】
全国的に正答率が低
く無回答も多かった
問題

▶�右の表は「学力調査」の正答率。全国は小数点第
１位まで、県および市町村は整数値に四捨五入し
て公表されます。
▶�「学習状況調査（質問紙）」で小学生は「将来の夢
や目標をもっている」や「学校に行くのが楽しい」
と答える児童が全国 ･県より多かったです。
　�中学生は「人が困っているとき、進んで助ける」　
が全国 ･県より多く、ゲーム ･スマホ ･インター
ネットに触れる時間が比較的少なかったです。

曽於市の調査結果 令和 4 年度 正答率 参考：令和３年度

学年 教科 曽於市 県 全国 曽於市 県 全国

小
６

国語 64％ 66％ 65.6％ 64％ 67％ 64.7％

算数 62％ 63％ 63.2％ 69％ 71％ 70.2％

理科 66％ 67％ 63.3％ 実施なし

中
３

国語 67％ 69％ 69.0％ 61％ 64％ 64.6％

数学 44％ 47％ 51.4％ 58％ 56％ 57.2％

理科 45％ 49％ 49.3％ 実施なし

　この調査は「今の子供たちに、どのような力を身に付ける必要があるのか」教育の専門家の議論を経て
作成されています。次はその学力調査問題の一部です。情報を正しく読み取り、目的に合わせて使い分け
る力。他の人の意見を柔軟に取り入れ、自分の表現に生かす力。変わりゆく現代社会で、子供たちがその
変化に対応し、自らの人生を切り拓くために必要な力もまた変化してきているのではないでしょうか。

今年の調査問題から


